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自動運転時代の“次世代のITS通信”研究会 中間とりまとめの概要

①“次世代のITS通信”の活用を想定するユースケース ②V2X通信とV2N通信との連携方策など

③5.9GHz帯V2X通信向け割当方針、導入ﾛｰﾄﾞﾏｯﾌﾟの検討の方向性
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2040年頃の自動運転車の合流支援などの実現には、車載器の普及が
不可欠であることを念頭に置き、
－ 導入期：協調型自動運転以外のユースケース（交通弱者の保護を含

む安全・安心や交通流円滑化など）
－ 普及期：協調型自動運転も含めたユースケース（上記に加え、路車
間・車車間通信による調停・ﾈｺﾞｼｴｰｼｮﾝを用いた合流支援など）
に取り組むべきであり、その検討に当たっては、既存ITS無線との連携や

インフラ整備なども深堀が必要
また、車載器の普及や将来に渡って長く使うためには、発展性や拡張性

も重要であり、安全・安心を最優先としつつ新たなユースケースの出現に
も柔軟に対応できる工夫（OTA技術など）が必要

V2X通信、V2N通信の特徴を踏まえ、相互補完しながら活用することが重
要であり、商用車（サービスカー）／自家用車（オーナーカー）それぞれについて
連携・役割分担を検討すべきであり、自動運転／通信技術の進展を踏まえ、
将来的にはQoSを考慮したネットワークアーキテクチャの検討なども必要

諸外国との周波数調和、既存無線局との干渉などを考慮し、5.9GHz帯V2X
通信向けの割当方針として、まずは5.9GHz帯の上半分（5,895～5,925MHzの
30MHz幅）を検討すべき

導入ﾛｰﾄﾞﾏｯﾌﾟについては、「協調型自動運転方式ﾛｰﾄﾞﾏｯﾌﾟ」で掲げられた
目標（2030年頃の5.9GHz帯V2X通信機器の導入）に向け、実証・検証する
ユースケースや環境整備（移行促進策など）と併せて具体化すべき
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短期
（今夏以降速やかに）

 関係ステークホルダーが継続的にフラットに議論できる場の検討・構築

 放送事業用無線局の移行先周波数に関する検討（チャネルプラン等）

 5.9GHz帯V2X通信のユースケース深掘り、通信方式・拡張方策などの検討
（導入効果の定量化や既存ITS無線との連携や路側インフラの整備の観点を含む）

 5.9GHz帯V2X通信システムの隣接システム等（放送事業、無線LAN、ETCなど）との技術的
検討（周波数共用検討）

 放送事業用無線局の周波数移行促進策に関する検討（費用負担の在り方を含む）

 5.9GHz帯V2X通信向け割当方針案、導入ロードマップ案の具体化

 デジタル田園都市国家インフラ整備計画等と連携したデジタル基盤整備推進策の検討

 民間事業者による760MHz帯ITS無線の利用拡大に関する制度化に向けた検討

中期
（向こう５年以内）

＃V2X導入に向けて

 5.9GHz帯V2X通信システムに関する制度化に向けた検討
（関係省令などの改正、標準規格の策定など）

＃ 標準規格の策定に当たっては、発展性や拡張性を考慮

 5.9GHz帯V2X通信システムの導入に向けた、異メーカー間の相互接続性検証など
の実証・検証環境の整備

 協調型自動運転の実現に向けた5.9GHz帯V2X通信やV2N通信（5GのSA構成によるネット
ワークスライシングなどを通じたQoS保証など）に必要な技術開発、歩行者などの
安全確保に向けたCPS（協調認識）実現に向けた研究開発・実証など

＃ V2N通信の通信障害発生時における対応の在り方を含む

長期
（向こう５年以降～）
＃V2X普及に向けて

 V2X通信システムの日本の車両アセスメントへの適用に関する検討への協力

 5.9GHz帯V2X通信システムの多用途展開に向けた支援

導入に向けた課題、その他推進方策（今夏以降の論点）
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自動運転・ドローンの社会実装に向けたデジタル基盤整備の推進
6/2 デジタル田園都市国家構想実現会議 総務省提出資料
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新東名高速道路におけるレベル４自動運転トラック実証について

＃国土交通省 社会資本整備審議会 基本政策部会資料（第82回）（令和5年8月9日）資料２（https://www.mlit.go.jp/policy/shingikai/content/001623770.pdf）より引用
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